
世界の人々を惹きつけ、

市民が誇りを感じるまち、横浜の実現に向けて

　横浜では、全国に先駆けて緑や公園に関する多くの取組が行

われてきました。

　日本で初めての西洋式公園である山手公園の開設、農地を都

市の中の貴重なオープンスペースとして早くから位置付け、公園

などと一体的に進めた施策展開、「横浜みどり税」を財源の一部

とした横浜みどりアップ計画など、社会からの要請や課題に対応

しながら、緑や公園は都市の要素のひとつとして、重要な役割を

果たしてきました。

　これらの努力の結果は、市民の憩いの場である森や、地産地

消を支える農地、地域の魅力となるまちなかの緑や花などとし

て、大都市でありながら身近な場所に多くの緑があるという、横

浜の魅力につながっています。

　全国都市緑化よこはまフェアでは、市内外からのお客様を花と

緑でおもてなしするとともに、これまでの緑や公園の取組の成果

を発信する又とない機会となりました。また、ラグビーワールド

カップや東京オリンピック・パラリンピックの開催も予定されてい

る他、国際園芸博覧会の誘致も検討されています。これらの機会

を捉え、将来を見据えながら、より魅力的な横浜となる取組がさ

らに期待されています。

　社会状況に目を向けると、物質的な豊かさに満たされつつあ

る中、より精神的な豊かさが実感できるまちや地域社会が求めら

れています。また、本格的な少子高齢化社会を迎え、横浜が、訪

れたい都市、住みたい都市になるための取組も必要です。

　このような中で、都市の景観・風格形成、地域の活性化、都市

環境の保全、観光MICE、子育て、観光、防災、文化など、様々な視

点から「緑」への期待はますます高まっています。

　先人達の成果に安住することなく、これからも、全国緑政の

トップランナーとして、緑や公園の取組を充実させ、世界の人々

を惹きつけ市民が誇りを感じるまち、横浜を目指していきます。

緑のデータ 平成28（2016）年3月31日現在

 都市公園 2,658公園

 街路樹 133,457本

 近郊緑地保全区域 802 ha （1か所）

 近郊緑地特別保全地区 194ha （3か所）

 特別緑地保全地区 415ha （133か所）

 風致地区 3,710ha （16地区）

 保安林 61ha

 横浜自然観察の森 45ha （1か所） ※1

 市民の森 527ha （43か所） ※3

 ふれあいの樹林 20ha （14か所） ※1

 緑地保存地区 206ha  ※1

 源流の森保存地区 192ha  ※1

 農業専用地区 28地区 （1,071ha）

 農園数 301か所 （41.4ha）

 生産緑地 302ha （1,725か所） ※2

 公園愛護会 2,450団体

※1 平成27（2015）年3月31日現在

※2 平成27（2015）年12月4日現在

※3 平成28（2016）年4月1日現在
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